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　　図10：測定位置におけるFCの各条件の適合度
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　　図12：測定位置におけるMODの各条件の適合度図11、各条南こおけるM。D。適鍍
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一17，Bは0～39μの間にありAv－16μ，　s－15，
Cは0～29μの間にありAv－13μ，　s－10，　Dは0
～48μの間にありAv－16μ，　s－17の値であった．
リン酸塩系埋没材ではAは15～64μの間にあり
Av－41μ，　s－15，　Bは48～103μの間にありAv
－81μ，s－15，　Cは0～82μの間にありAv－34μ，
s－23，Dは13～70μの間にありAv－42μ，　s－18
の値であった（図11，12）．
　ブリッジにおいては，今回の条件を行うまえに
円筒リソグ（cy）と楕円リング（ov）を用いて従
来法と第1報で報告した短時間法との適合度の測
定を行った．クリストパライト埋没材において従
来法のcyでは，ブリッジの外側に相当する測定
位置1，IVはAv－44μ，61μ，　s－30，36，内側に
相当する測定位置II，　HIはAv－24μ，16μ，　s－30，
18，従来法ovでは，測定位置1，IVはAv－16μ，
32μ，s－10，14，測定位置II，　HIはAv－0μ，6
μ，s－0，8の値を示した（図13）．リン酸塩系埋
　　　　　　　第2報
没材において従来法のcyでは，測定位置1，IVは
Av－119μ，81μ，　s－43，43，測定位置II，　mはAv
－7μ，3μ，s－11，6，従来法のovでは，測定
位置1，IVはAv－35μ，37μ，　s－20，11，測定位
置II，　lllはAv－26μ，12μ，　s－14，15，の値を示
した（図14）．クリストバライト埋没材において短
時間法ovでは測定位置1，IVはAv－24μ，29μ，
s－7，5，測定位置II，　lllはAv－0μ，0μ，　s
－O，0（図15），リン酸塩系埋没材の短時間法ov
では，測定位置1，IVはAv－31μ，43μ，　s－6，
10，測定位置II，　IIIはAV－17μ，28μ，　s－9，7
の値を示した（図16）．
　そこで今回の条件で楕円リングを用いて測定した
ところクリストパライト埋没材で，条件Aでは測
定位置1，IVはAv－39μ，45μ，　s－9，17，測定
位置II，　mはAv－20μ，12μ，　s－30，17，　Bは測
定位置1，IVはAv－34μ，52μ，　s－23，13，測定
位置II，　mはAv－0μ，0μ，　s－O，0，Cは測
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図13：円筒リングと楕円リングを用いたBridge
　　　の測定位置における適合度（従来法）
図14二円筒リソグと楕円リングを用いたBridge
　　　の測定位置における適合度（従来法）
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図15：楕円リングを用いたBridgeの測定位置に
　　　おける適合度（従来法と短時間法の比較）
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図16：楕円リングを用いたBridgeの測定位置に
　　　おける適合度（従来法と短時間法の比較）
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定位置1，IVet　Av－24μ，36μ，　s－8，6，測定
位置II，　mはAv－4μ，0μ，　s－8，0，Dは測
定位置1，IVはAv－24μ，29μ，　s－7，5，測定
位置II，　IIIはAv－Oμ，0μ，　s－0，0の値を示
した（図17，18）．リン酸塩系埋没材でAは測定位
置1，IVはAv－58μ，56μ，　s－12，18，測定位置
II，　HIはAv－30μ，34μ，　s－17，26，　Bは測定位
置1，IVはAv－39μ，45μ，　s－14，24，測定位置
II，　nIはAv－14μ，17μ，　s－14，9，　Cは測定位
置1，IVはAv－30μ，42μ，　s－11，22，測定位置
II，　mはAv－12μ，8μ，　s－11，7，　Dは測定位置
1，IVはAv－31μ，43μ，　s－6，10，測定位置II，
lllはAv－17μ，28μ，　s－9，7の値を示した（図
19，20）．
考 察
　吸水量については放置後30分のクリストバライ
ト埋没材の浸漬時間3分では0．18％，5分おいて
は0．20％と両者共同様な増加値を示した．リン酸
塩系埋没材においても浸漬時間3分では0．28％，
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5分おいては0．30％と同様な増加値を示した．放
置後1時間にっいてもクリストバライト埋没材，
およびリン酸塩系埋没材共に放置後30分と同じよ
うな傾向を示した．しかし放置後12時間では各条
件とも吸水率の減少傾向がみられた．以上の事か
ら特に放置後30分を取り上げ，表面粗さ，適合度
について比較して観察してみた．
　表面粗さでは，クリストバライト埋没材を使用
した場合，浸漬時間無しでet　Av－O．6μ，1分，3
分共にAv－0．7μ，5分ではAv－O．8μ，リン酸塩
系埋没材を使用した場合では浸漬無しはAv
－1．9μ，1分Av－2．0μ，3分Av－1．9μ，5分Av
－2．4μであった．リン酸塩系埋没材の浸漬時間5
分を除くと吸水量の差による表面粗さには違いが
認められず，このことから表面粗さに関しては浸
漬時間の有無には関係がないと思われる．
　適合度については，フルクラウンにおいてクリ
ストパライト埋没材を使用した場合，浸漬無し，
1分において鋳型材の破壊により測定不可能で
あった．3分，5分の歯頸部における浮き上がり
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図17：各条件におけるBridgeの適合度
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図18：測定位置におけるBridgeの各条件の適合度
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図19：各条件におけるBridgeの適合度
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図20：測定位置におけるBridgeの各条件の適合度
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量は共にAv－20μであり，標準偏差にもバラツ
キは認められなかった，リン酸塩系埋没材を使用
した場合の歯頸部における浮き上がり量は，浸漬
時間無しでAv－45μ，1分Av－72μ，3分，5分
共にAv－25μ，であった．クリストバライト埋没
材，リン酸塩系埋没材共に浸漬時間3分，5分が
最もよい値を示した．鋳型材の破壊を起こした浸
漬時間無し，1分は急激な温度上昇によりワック
スか水分の沸騰で鋳型材が破壊されたものと推察
される．
　MODインレーにおいて，クリストパライト埋
没材を使用した場合の歯頸部における浮き上がり
量は，浸漬時間無しAv－21μ，1分Av－」6μ，3
分Av－13μ，5分Av－20μの値を示し，浸漬時間
3分が最もよい値を示した．リン酸塩系埋没材を
使用した場合の歯頸部における浮き上がり量は，
浸漬時間無しはAv－41μ，1分はAv－81μ，3分
はAv－34μ，5分はAv－42μ，の値を示しクリス
トバライトと同様に浸漬時間3分が最もよい値を
示した．しかしMODにおいてはFCと異なり，ク
リストパライト埋没材の浸漬無し，1分では破壊
せず　21μ，16μの値を示した．このことからフル
クラウンとMODインレーのワックスパターンの
形状の差に大きな影響があるのではないかと考え
る．
　ブリッジに関しては前回問題になった外側（測
定位置1，IV）の適合に関して従来法を用いて，
同筒リングと楕円リングとで比較してみた結果ク
リストバライト埋没材において円筒リングによる
歯頸部における浮き上がり量は測定位置1，IVで
はAv－44μ，66μ，楕円リングによる歯頸部にお
ける浮き上がり量は測定位置1，IVではAv
－10μ，14μ，リン酸塩系埋没材において円筒リン
グの測定位置1，IVではAv－119μ，81μ，楕円リ
ングの測定位置1，IVではAV－35μ，37μの値を
示し，楕円リングを用いることにより均一な膨張
が得られ，ブリッジの外側の適合が良くなった事
が解る．次に楕円リングを用いて従来法と短時間
法の比較では全般的に同じ様な値を示した．
　次に今回の条件であるブリッジの適合度につい
てはクリストパライト埋没材において，3分と5
分がよい値を示した．リン酸塩系埋没材において
は3分が最も良い値を示した．
総 括
　短時間鋳造法を用いて吸水時間を0分，1分，
3分，5分と変えて，表面粗さや適合度を検討し
てみた結果は次の通りである．
　1．吸水量においてはクリストバライト埋没材
とリン酸塩系埋没材共に放置後30分において浸漬
時間3分と5分ではあまり差が認められなかっ
た．
　2．表面粗さは吸水量の違いによる差は認めら
れず両埋没材共に全体的に良好な値を示した．
　3．適合度に関してはフルクラウン，MODイン
レー共にクリストバライト埋没材，リン酸塩系埋
没材において浸漬時間3分が最も良好な値を示し
た．
　4．ブリッジの適合度において，従来法による
円筒リングと楕円リングでは，楕円リングの方が
均一な膨張を得ることができ，よい値を示した．
短時間法と従来法での楕円リングを用いた場合両
者共同じような値を示し，ブリッジにおいても短
時間法が十分活用できることがわかった．
　5．クリストパライト埋没材，リン酸塩系埋没
材におけるブリッジは，両埋没材共に浸漬時間3
分が最も良い値を示した．
ま　　と　　め
　以上の結果から短時間鋳造法の放置30分におい
ては，吸水時間は最低3分あれぽよいと思われる．
しかしワックスパターンの形状やリング放置時間
等によっては，吸水時間は長くとることが必要と
思われる．
　短時間鋳造法においては吸水といった操作が必
要欠かせざるを得ないものであるが，今までの歯
科鋳造学の概念では鋳型材の急加熱は，鋳造欠陥
をまねく要因と考えられていた456）．しかし吸水さ
せることによって水分が鋳型に対して何らかの影
響を及ぼし，表面粗さや適合に良好な値を示すの
ではないかと推察される．
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